
「流域の概要、治水について」
質問に対する回答

国土交通省 近畿地方整備局
豊岡河川国道事務所

平成１６年２月３日

ＰＰ11

円山川流域委員会
(H16.2.3.)
資料2

第8回

現状説明(治水編)における質問

(1)円山川の流れ

(1.1)平常時の水量はどれくらいか

(1.2)平常時に比べ洪水時は何％ほど増えているか

(1.3)過去の洪水では雨の降り始めから水が出てくるまでどれくらい早くなって　
　 いるか

(1.4)上流部分の改修により下流にはどのような影響、被害があるか

(1.5)将来については何％くらい増加すると想定しているのか

(2)円山川の変化

(2.1)地下水と地盤沈下の関係で豊岡に比べて、新田は融雪揚水の影響があまりな
いようだが、新田の沈下が大きいのはどうしてか

(2.2)円山川の河床が変わっていないとのことだが、少し変わってきていると考え
る、詳細に示してもらいたい

(2.3)中ノ島掘削後の川幅の変化はどれくらいか

(2.4)中ノ島掘削と菊屋島掘削による治水効果はどれほどか

ＰＰ22



(3)氾濫シミュレーション

(3.1)伊勢湾台風の写真で見る水位と、氾濫想定水位との差が大きいように思われ
るが

(3.2)浸水想定区域の破堤地点はどこか、降雨量はどのくらいか

(4)低水路の掘削

(4.1)従来までの計画にある低水路の拡幅を行えば、野上の高水敷も掘削すること
になり、自然に配慮するということに矛盾が生じるのではないか

ＰＰ33

(1.1)「平常時の水量はどれくらいか」　　　　　　　　　　　
(1.2)「平常時に比べ洪水時は何％ほど増えているか」への回答

立野(円山川)

府市場(円山川)

弘原(出石川)

平水時の流量はおおよそ27m3/s

-50 50 150 250 350 450 550距離(m)

豊水深(2.83m) 平水深(2.72m)
低水深(2.63m) 渇水深(2.50m)

平成2年9月洪水時最高水深 9.56m

(流量　約3,500m
3
/s)

平成10年10月洪水時最高水深 8.31m

(流量　約2,300m
3
/s)

昭和34年9月洪水時最高水深 9.85m(氾濫後)

　　　　(流量　約4,500m
3
/s)

既往最大時には流量
は平常時の約166倍

平常時・洪水時の水位平常時・洪水時の水位立野(円山川)

ＰＰ44



-100 0 100 200 300 400 500距離(m)

豊水深(0.61m)(流量40.4m3/s) 平水深(0.40m)(流量23.8m3/s)
低水深(0.18m)(流量12.5m3/s) 渇水深(-0.02m)(流量5.0m3/s)

平成2年9月洪水時最高水深 7.16m

(流量　約3,300m
3
/s)

平成10年10月洪水時最高水深 6.49m

(流量　約2,600m
3
/s)

昭和34年9月洪水時最高水深 8.64m

(流量　約3,800m
3
/s)

水位・流量は平成元年～平成水位・流量は平成元年～平成1414年の平均年の平均

府市場(円山川)
平常時・洪水時の水位平常時・洪水時の水位 既往最大時には流量は

平常時の約1６0倍

(1.1)「平常時の水量はどれくらいか」　　　　　　　　　　　
(1.2)「平常時に比べ洪水時は何％ほど増えているか」への回答

-20 0 20 40 60 80 100 120距離(m)

豊水深(2.51m)(流量10.1m3/s)
平水深(2.35m)(流量5.9m3/s)
低水深(2.21m)(流量3.4m3/s)
渇水深(2.06m)(流量1.6m3/s)

平成2年9月洪水時水深 7.67m(流量　約800m
3
/s)

昭和34年9月洪水時水深 7.22m

(流量　約700m
3
/s)

弘原(出石川)

既往最大時には流量は
平常時の約１36倍

ＰＰ55
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25日 26日 27日

昭和昭和3434年年99月洪水月洪水

昭和昭和3434年年99月洪水月洪水

新井新井

豊岡豊岡

▲

●立野立野

●

上小田上小田

▲

2時間

5時間

豊岡(気)雨量

立野水位

新井雨量

上小田水位

※豊岡は気象台の雨量

幹線流路　
延長約68km

上流新井雨量観測所での雨のピーク
から洪水ピークまで約5時間

(1.3)「過去の洪水では雨の降り始め
から水が出てくるまでどれくらい早
くなっているのか」に対する回答

ＰＰ66

40km
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8日 9日 10日 12日11日

(1.3)に対する回答 昭和昭和5151年年99月洪水月洪水

昭和昭和5151年年99月洪水月洪水

新井新井

豊岡豊岡

▲

●立野立野

●

上小田上小田

▲

2時間

新井雨量

上小田水位

豊岡(気)雨量

立野水位

幹線流路　
延長約68km

長雨のため､上流新井雨量観測所での雨のピーク
から洪水ピークまでの時間は確定できない

(1.3)「過去の洪水では雨の降り始め
から水が出てくるまでどれくらい早
くなっているのか」に対する回答

ＰＰ77
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15日 16日 17日

(1.3)に対する回答 昭和昭和6262年年1010月洪水月洪水

昭和昭和6262年年1010月洪水月洪水

新井新井

豊岡豊岡

▲

●立野立野

●

上小田上小田

▲

4時間8時間

新井雨量

上小田水位

豊岡(気)雨量

立野水位

幹線流路　
延長約68km

上流新井雨量観測所での雨のピーク
から洪水ピークまで約8時間

(1.3)「過去の洪水では雨の降り始め
から水が出てくるまでどれくらい早
くなっているのか」に対する回答

ＰＰ88

40km
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(1.3)に対する回答

新井新井

豊岡豊岡

▲

●立野立野

●

平成平成22年年99月洪水月洪水

上小田上小田

▲

2時間

3時間

5時間
4時間

平成平成22年年99月洪水月洪水

新井雨量

上小田水位

豊岡(気)雨量

立野水位

幹線流路　
延長約68km

上流新井雨量観測所での雨のピークから洪
水ピークまでそれぞれ約5時間、約4時間

(1.3)「過去の洪水では雨の降り始め
から水が出てくるまでどれくらい早
くなっているのか」に対する回答

ＰＰ99

40km
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(1.3)に対する回答 平成平成1010年年1010月洪水月洪水

平成平成1010年年1010月洪水月洪水

新井新井

豊岡豊岡

▲

●立野立野

●

上小田上小田

▲

6時間

新井雨量

上小田水位

豊岡(気)雨量

立野水位

幹線流路　
延長約68km

上流新井雨量
観測所での雨
のピークから
洪水ピークま
で約6時間

(1.3)「過去の洪水では雨の降り始め
から水が出てくるまでどれくらい早
くなっているのか」に対する回答

ＰＰ1010

40km



洪水遅れ時間の経年変化図(立野）
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洪水遅れ時間の経年変化図(府市場）
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立野・府市場地点洪水遅れ時間の経年変化図

(1.3)「過去の洪水では雨の降り始めから水が出てくるまでどれ
くらい早くなっているのか」に対する回答

ＰＰ1111

(1.5)「将来については何％くらい増加すると想定しているのか」
に対する回答

(1.4)「上流部分の改修により下流にはどのような影響、被害が
あるか」

弘原地点洪水遅れ時間の経年変化図

洪水遅れ時間の経年変化図(弘原)
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(1.3)「過去の洪水では雨の降り始めから水が出てくるまでどれ
くらい早くなっているのか」

ＰＰ1212



↓円山川 ↓円山川 新田地下水観測所↓豊岡地下水観測所↓

その他
3.4%

公道消
雪 8.6%

一般生
活 1.7%

営業
0.9%

民間消
雪

12.5%

水道水
源

61.9%

工業
4.5%

農業
6.5%

新田地下水観測所

豊岡地下水観測所

取水井戸分布状況
（昭和６３年調査）

用途別地下水年間取水量の割合
（昭和61年～平成５年平均取水量）

地質推定断面図

ゆるい砂層

シルト粘土層

砂レキ層

(2.1)「地下水と地盤沈下の関係で豊岡に比べて、新田の沈下が
大きいのはどうしてか」への回答

ＰＰ1313
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昭和48年

昭和59年

昭和63年

平成3年

平成7年

平成12年

平成15年

(2.2)「円山川の河床が変わっていないとのことだが、少し変わっ
てきていると考える、詳細に示してもらいたい」への回答

田鶴野地点の位置と田鶴野地点の位置と
経年的な河道断面変化図経年的な河道断面変化図

ＰＰ1414
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昭和48年

昭和59年

昭和63年

平成3年

平成7年

平成12年

平成15年

野上地点の位置と野上地点の位置と
経年的な河道断面変化図経年的な河道断面変化図

(2.2)「円山川の河床が変わっていないとのことだが、少し変わっ
てきていると考える、詳細に示してもらいたい」への回答

ＰＰ1515
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昭和48年

昭和59年

昭和63年

平成3年

平成7年

平成12年

平成15年

旧円山大橋地点の位置と旧円山大橋地点の位置と
経年的な河道断面変化図経年的な河道断面変化図

(2.2)「円山川の河床が変わっていないとのことだが、少し変わっ
てきていると考える、詳細に示してもらいたい」への回答

ＰＰ1616
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昭和48年

昭和59年

昭和63年

平成3年

平成7年

平成12年

平成15年

中ノ郷地点の位置と中ノ郷地点の位置と
経年的な河道断面変化図経年的な河道断面変化図

(2.2)「円山川の河床が変わっていないとのことだが、少し変わっ
てきていると考える、詳細に示してもらいたい」への回答

ＰＰ1717

-4

-2

0

2

4

6

8

10

12

-100 -50 0 50 100 150 200 250 300 350 400
距離(m)

標
高

(T
.P
.m
)

昭和48年

昭和59年

昭和63年

平成3年

平成7年

平成12年

平成15年

片間地点の位置と片間地点の位置と
経年的な河道断面変化図経年的な河道断面変化図

(2.2)「円山川の河床が変わっていないとのことだが、少し変わっ
てきていると考える、詳細に示してもらいたい」への回答

ＰＰ1818
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昭和48年

昭和59年

昭和63年

平成3年

平成7年

平成12年

平成15年

弘原地点の位置と弘原地点の位置と
経年的な河道断面変化図経年的な河道断面変化図

(2.2)「円山川の河床が変わっていないとのことだが、少し変わっ
てきていると考える、詳細に示してもらいたい」への回答

ＰＰ1919

掘削前写真掘削前写真((昭和昭和5151年年))

掘削後写真掘削後写真((平成平成1414年年))

中之島掘削前の低水路幅は　　　
約260m､島の掘削後、低水路幅
は約60％増加した

2.6k地点横断図
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昭和48年測量
平成15年測量

中ノ島

約150m

約410m

約260m

ＰＰ2020

(2.3)「中ノ島掘削後の川幅の変化はどれくらいか」への回答



(2.4)「菊屋島、
中ノ島掘削によ
る治水効果はど
れほどか」への
回答

菊屋島・中ノ島菊屋島・中ノ島

菊屋島・中ノ島掘削による水位低減効果菊屋島・中ノ島掘削による水位低減効果

菊屋島・中之島掘削による水位低減効果
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ひのそ島

奈佐川合流 立野

最大約50cm水位低減効果

中ノ島・菊屋島掘削後の
水位は掘削前と比較して
最大約50cm低下、水位
の低減効果は立野付近ま
で続く

ＰＰ2121

浸水想定区域図浸水想定区域図

現時点の円山川で概ね100年に一度
の大雨が降った場合に起こりうる河
川の氾濫状況をシミュレーションし
たものです

ＰＰ2222

(3.1)「伊勢湾台風の写真で見る水位と、氾濫想定水位との差が
大きいように思われるが」に対する回答



(3.2)「浸水想定区域の破堤地点は、降雨量はどのくらいか」
に対する回答

降雨量について(立野上流域)

昭和34年洪水時 253mm/2日

浸水想定区域条件 327mm/2日

ＰＰ2323

ＰＰ2424

余裕高1.5m

掘削範囲

計画断面計画断面

現況断面現況断面

円 山 川

野上の掘削

(4.1)「従来までの計画にある低水路の拡幅と、環境に配慮した
野上の掘削との関係は矛盾するのでは」に対する回答

従来の計画では現在の低水路を　　　
おおよそ２倍に掘削する必要性がある

野上地区では高水敷を掘削
した結果、湿原が現れた

従来計画の掘削


